
（サ）課題番号１１課題分野：Ⅰ 課題名：「水稲に代わる高生産性品目の導入」対象： 計画期間：H27～29①水稲栽培農家等 農林振興事務所名：南部農林振興事務所普及指導事項 活動内容 活動成果①有望品目の選定 ①先進地視察調査、展示 ①地域適応性、収益性からブロッコリーを圃設置、現地指導、経営 有望品目として選定。品種は「ファイター」評価 を推進する。総合評価（コメント）Ａ：４名■アスパラガスについては、次年度に有望品目といえない結果となる場合でも、その知見をさらなる課題解決にいかしていただきたい。■水田の遊休農地化を抑制する対策は必要であり、この普及活動は適切であると考える。Ｂ：２名■アスパラガスの普及性が見えにくい。高齢者にも取り組みやすい加工用野菜の提案も必要と考える。■出口対策の充実を図りつつ、新たな産地づくりに向けた取り組みを期待。普及指導計画への反映状況等■次年度は、加工用キャベツに取り組む予定。■出口の需要を十分に確認した上で、関係機関と連携し、産地づくりに取り組む。


